




絵馬提灯 /紙本着色 /高知県立美術館蔵

青ズ┬〞

　「扇ヶ谷館」の場面は土佐で最も多く描かれた画題の

ひとつ、絵金やその弟子たちが描いた芝居絵屏風や絵

馬提灯が現在 7 点余りが確認されています。そのうち

の一部を、ここでご紹介しましょう。

　下の①・②はいずれも構図や人物の描き方が似通って

います。例えば、後列右側にいる石堂馬之助は好人物

で端正な顔立ちに上品な服装、その左側にいる薬師寺

次郎左衛門は派手な柄に憎たらしい表情をあらわし

会 解

　　二曲一隻屏風 /紙本着色

高知市朝倉・宮の前奥地区蔵
二曲一隻屏風 /紙本着色

　　　　土佐市・個人蔵

回

≒紐〔

←瀬爨
諞蔗㍇

切腹の作法

①衣服を寛げ、うつ伏せに倒れるように両袖を膝下に入れる。

②短刀を逆手に取る。

③左脇腹に短刀を深く刺す。

④短刀を右へ引き回し、余裕があれば腸を掴みだす。

⑤右へ引き回した短刀を少し上に切り上げ介錯を頼む。
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絵
金
蔵
で
は
、
例
年
絵
金
祭
り
に
合
わ
せ
て
特
別
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
白
描
展
示
・
第
一
展
示
室
で
の

展
示
に
加
え
、
新
た
に
設
置
す
る
展
示
ケ
ー
ス
に
て
、
通
常

は
公
開
さ
れ
な
い
作
品
を
中
心
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
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開
館
よ
り
七
年
を
経
た
本
年
、
展
示
室
の
機
能
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
の
施
設
改
修
を
行
い
ま
す
。
絵
金
蔵
一
階「
蔵

の
穴
」
展
示
室
に
は
新
た
な
展
示
ケ
ー
ス
を
設
置
、
従
来
の

常
設
展
示
に
加
え
、
よ
り
多
彩
な
か
た
ち
で
作
品
を
間
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
空
間
作
り
を
目
指
し
ま
す
。
休
館
中
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。
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か
つ
て
高
知
県
下
各
地
で
は
、
若
い
衆
が
地
区
ご
と
に
芝
居

絵
屏
風
を
注
文
・
奉
納
、
そ
の
出
来
栄
え
を
競
い
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
芝
居
絵
屏
風
を
飾
る
祭
礼
は
、
彼
ら
民
衆
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

本
年
、
絵
金
祭
り
の
宵
闇
に
こ
の
「
え
く
ら
べ
」
が
復
活
、

日
本
画
、
漫
画
、
写
真
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
現
代
作
家
に

よ
る
屏
風
作
品
、
約
十
三
点
が
絵
金
の
芝
居
絵
屏
風
と
共
に
並

び
ま
す
。
観
客
に
よ
る
投
票
も
実
施
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。
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平
成
五
年
よ
り
地
歌
舞
伎
の
公
演
活
動
を
行
う
土
佐
絵
金

歌
舞
伎
伝
承
会
の
公
演
。
本
年
は
恒
例
の
絵
金
祭
り
で
の
上

演
に
加
え
、
秋
に
は
「
蝶
花
形
名
歌
島
台　

小
坂
部
館
」
（
ち
ょ

う
は
な
が
た
め
い
か
の
し
ま
だ
い　

こ
さ
か
べ
や
か
た
）
が
復
活
・

初
上
演
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
作
の
舞
台
は
土
佐
、
長
宗
我

部
家
の
お
家
騒
動
を
中
心
と
し
た
物
語
で
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
、
絵
金
や
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
盛
ん
に
描
か

れ
ま
し
た
が
、
長
ら
く
公
演
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日
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・
日
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絵
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祭
り
両
日　
　

時
開
演
予
定

　
　

場
所
：
香
南
市
赤
岡
町
・
弁
天
座

　
　

演
目
：「
蘆
屋
道
満
大
内
鑑　

葛
の
葉
子
別
れ
」
他　
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場
所
：
高
知
県
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ホ
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演
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蝶
花
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歌
島
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小
坂
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」
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塩冶が腹を切った直後に到着した大星由良之助。

なすすべなく、ただこの上は立派なご最期を、

と伝える。

　　　　　江戸時代には切腹は洗練された儀式

　　　　　　　　　　　　　となり、介錯（切腹人に付き添い、

　　　　　　　　　　　切腹人の首を切り落としたり、検視役に

首を見せるなど、切腹の補助を行う者）がつく切腹の作法が確立

しました。実際に腹を切っただけでは非常な苦痛が伴い、死に至

るまで時間がかかるため、江戸中頃にはいっそう形式化された形

となりましたが、芝居絵のなかではいずれも塩冶が下記のような

作法通り見事に腹を切り、遺言を残す劇的な場面として描かれて

います。

亞棧！к焄泊ヽ
賢‘δ蒴彼裵

姿瘁焄肖益鏈娼
釞托﨤神竧軏V

腹を切り、遺言を残し首を掻き切った塩谷

判官。苦しいさなか、形見の短刀手渡し、

恨みを晴らせ、と言い残す。
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絵
金
祭
り
以
降
も
、
新
た
に
設
置
し
た
展
示
ケ
ー
ス
に
て
、

こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
絵
金
作
品
を
中
心
に
、
絵
金
が

作
品
に
込
め
た
想
い
を
探
り
、
所
蔵
家
た
ち
の
想
い
を
伝
え

る
展
示
を
行
い
ま
す
。
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事切れてうなだれる塩冶判官と、形見の品であ

る刀を手に悲しみをこらえる大星由良之助。

死んだかどうか確かめるように刀で小突く薬師

寺を扇で制する石堂。

ています。左端にいる裏切り者・斧九太夫はここ

では扇子を額に当てて思案顔…。

　しかしよく見ると、衣の描き方や塩冶の妻顔世

の有無など異なる点もあります。各地の絵描きた

ちがお手本に習いつつ工夫をこらしたのでしょう

か。いずれにしても彼らが芝居の内容を熟知し、

さまざまなバリエーションを生みだして注文主た

ちを喜ばせた姿が想像されます。

　

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
生
ま
れ
た
絵
金
は
、

今
年
で
生
誕
二
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

　

香
南
市
で
は
「
香
南
市
絵
金
生
誕
二
〇
〇
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
屏
風
絵
の
所
蔵

家
で
あ
る
赤
岡
絵
金
屏
風
保
存
会
、
さ
ら
に
絵
金
蔵

運
営
委
員
会
、
弁
天
座
運
営
委
員
会
、
絵
金
歌
舞
伎

伝
承
会
、
土
佐
赤
岡
絵
金
祭
り
実
行
委
員
会
、
香
南

市
観
光
協
会
、
香
南
市
商
工
会
な
ど
の
団
体
が
中
心

と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

宵
闇
の
中
、
ゆ
れ
る
蝋
燭
の
灯
り
の
も
と
で
こ
そ
、

絵
金
の
芝
居
絵
屏
風
は
最
も
美
し
く
耀
き
ま
す
。　
　

こ
の
機
会
に
、
地
域
に
生
き
づ
く
闇
の
意
味
を
改
め

て
見
直
す
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
絵
金
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
年
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

礰葈礼

礰羽蕓精絈焏礼神璟礼

礰葈◉砡禛釭礼
﨡 荢釭福

畯綠蠇釭




